
UX デザインのための『ユーザー体験コンセプトの作り方』  事前宿題・持ち物のお願い 

 

 ワークショップ当日までに、「将来のために準備する（投資する）」のテーマで、A、B の 2 種類

のフォトエッセイを作成し、必ず 2 部印刷してお持ちください。 

 おひとりで複数作成できる方、あるいはご家族にもお願いできる方は、同じテーマでフォトエ

ッセイを作っていただき、あなた自身のフォトエッセイと一緒に印刷してきてください。 

 

●テーマ：「将来のために準備する（投資する）」 

 将来のために、あなた自身が行っている準備や様々なリソースを使って行っていること、ある

いは将来への想いを託していることなどの行為について考え、以下の宿題をお願いします。 

 

タイプ A あなたにとっての「将来のために準備する（投資する）」について、あなたが実際に行

なっていることを１つ選び、自由にフォトエッセイにしてください。 

タイプ B あなたにとっての「将来のために準備する（投資する）」について、やりたくてもでき

ていないことを１つ選び、フォトエッセイにしてください。 

 

 題材は、利殖のための株などの金融商品に投資する行為以外のことでご検討ください。金融商

品がダメというわけではありませんので、あなたの目的や価値観がわかるものでお願いします。 

 なお、なるべく実際の写真をご用意ください。例えば、ネットで行っている場合でも、パソコ

ンでその画面を表示し、それを行っている様子がわかる写真を撮ってください。 

 タイプ B で、写真で表現が難しい場合も、関連するものを探して撮影してください。なお、サ

イトの場合もキャプチャせず、画面をカメラで撮影してください。 

 

●フォトエッセイの作り方 

① テーマについて、選んだことがらを表す写真 2 枚を撮影してください。（①自分の視線に合わ

せたクローズアップと、②周囲も含めた全体像の写真）写真サイズは、それぞれ９センチ角

程度になるように。 

② その写真を見ながら、あなたにとってそれがどのような意味を持つのか、なぜそうするのか

（できないのか）を考え、撮影したものごとについての説明と併せて 200～300 字程度の文

章にしてください。 

③ タイプ A、B について、それぞれフォトエッセイを作成してください。 

 

例（「部屋をきれいにする」をテーマにしたフォトエッセイの例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマＢ 

やりたくてもできていないことについて 

テーマＡ 

現在おこなっていることについて 



●ワークショップでのフォトエッセイの使い方 

 ワークショップでは、フォトエッセイを使って相互インタビューを行い、テーマとする行為に

ついてユーザー理解を深める練習をします。 

 その後、フォトエッセイから写真を切り抜き、KA 法という方法でフォトエッセイの内容のうち、

特徴的な内容を分析します。 

 

 

撮影した
写真

エッセイ

ここは
ワークショップで
分析します

 

 

●持ち物 

 はさみ、のり、文房具 を各自お持ち下さい 

 

●お願い 

 フォトエッセイの写真は、個人情報への配慮を行った上で広報や講師の研究のために使用する

場合がありますのでご了承ください。また、広報活動等のために、セミナー中の写真を撮影し、

サイトや SNS 上で公開する場合があります。プライバシーには最大限配慮しますのでご了承くだ

さい。 

 

 

 

 


